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■司　　会　SAA　北澤　正浩

■開会点鐘　会長　五十嵐　正

■斉　　唱　我等の生業

　　　　SL　中島　　徹

■出席報告

■本日の欠席者　

中谷、宋、関口、関澤、岡田、二宮、草柳

■オンライン出席者　福村、佐藤（真）

■他クラブ出席者　五十嵐（地区）

■ビジター

大塚　正一様（第 2590 地区ガバナー、川崎北）

青木　　理様（第 2590 地区第５ガバナー補佐、横浜南）

波木井輝昭様（地区副幹事、川崎北）

■ゲスト

藁科　良介様
（就労継続支援 B 型事業所　銀河　ブロック長）

■会長報告　　　　　　　　　　　五十嵐　正

　皆さま、こんにちは。

　本日も例会にご出席いただき、ありがとう

ございます。

　暦の上では立秋を過ぎましたが、まだまだ

厳しい暑さが続いております。日本だけで

なく世界各地でも異常気象が見られ、北欧

では 30 度を超える日が続き、トナカイが暑

さに耐えきれず倒れているという報道もあ

りました。地球規模の気候変動を私たちは

まさに実感しているのだと思います。どう

ぞ皆さま、体調を第一にお過ごしください。 

　さて、本日はガバナー公式訪問の日です。

後ほど大塚ガバナーから、国際ロータリーの

最新の動向や地区での活動についてお話をい

ただける予定です。ぜひ耳を傾け、私たちの

クラブ活動に活かしていければと思います。 

　また、本日は防災エコバッグの制作をお願

いしております就労継続支援 B 型事業所「銀

河」より、ブロック長の藁科様にお越しいた

だいております。地域で障がいをお持ちの

方々が社会とつながり、自立に向けて取り組

んでおられる事業所であり、今回私たちのプ

ロジェクトに力を貸していただけることに心

から感謝申し上げます。

　ここで一つ、ガバナーがお見えだからと
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いうことではありませんが、クラブの大切

な課題について触れさせていただきます。 

　皆さまは「My Rotary」にご登録されてい

ますでしょうか。

　現在、横浜旭クラブの登録率はおよそ

50％です。つまり会員の半分の方は、まだ

アクセスできていないという状況です。

　「My Rotary」と聞くと、何となく面倒そ

うだとか、登録しても特に使うことがないの

ではと思われる方もいらっしゃるかもしれま

せん。私自身も最初はその一人でした。です

が、いざ登録してみると、実はとても身近で

便利に使えることがわかりました。

例えば、

　これまで自分が行った寄付の履歴やポイン

トが一目で分かります。自分の歩みを振り返

るきっかけにもなります。

　世界中のクラブの取り組みや最新情報を知

ることができます。これは私たちの活動を考

える上で大きなヒントになります。

　研修資料や便利なツールが豊富に揃ってお

り、会員教育やクラブの運営にそのまま役立

ちます。

　つまり「My Rotary」は、自分のロータリー

ライフを “ 見える化 ” してくれるツールなの

です。

　さらにもう一つ大事な点があります。

　クラブ全体として登録率が高いことは、地

区や国際ロータリーに向けて「私たちの活動

をしっかり共有しています」というメッセー

ジになります。データの厚みが増すことで、

クラブとしての存在感や評価にもつながりま

す。

　現在 50％という数字は、見方を変えれば

大きなチャンスです。ちょうど「あと一歩」

で過半数を超え、さらに仲間を巻き込みやす

くなるタイミングでもあります。

　登録そのものは、メールアドレスさえあれ

ば数分で完了します。スマートフォンからで

も可能ですし、分からない方はぜひ私にお声

かけください。お手伝いさせていただきます。 

　「ロータリーは世界とつながる組織」です。

その入り口が「My Rotary」です。

　ぜひ皆さまも登録いただき、横浜旭クラブ

から新しい風を発信していければと思います。

　それでは、本日も有意義で楽しい例会とな

りますよう、どうぞよろしくお願いいたしま

す。ありがとうございました。
■就労継続支援事業所銀河　

　　　　　　　　　　ブロック長　藁科　良介様

▶銀河とは

◎精神障がい中心の就労継続支援 B 型事業所

◎ 「働く」ことを通して、「一人ひとりが輝く」

ことを目指している。

◎一般企業への就職をすることが絶対的な目

的ではなく、一人ひとりが「銀河で働く」こ

とで成⾧し、生活の質を上げ、社会との繋が

りを深められるようになることを目的として

いる。

▶就労継続支援事業所の存在

• こういった精神障がいをお持ちの方の課題
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に対して、障害者総合支援法に基づき、就労

継続支援事業所が存在している。

• すぐに一般就職することが難しい方などに

生活のリズムを整えながら就職を目指した
り、自分のペースで就労訓練を積むことがで
きる場である。
▶就労継続支援事業所の存在
精神障害者に対応した事業所の不足
～就労継続支援事業所は年々増えているが、
課題あり～
◎存在している就労継続支援事業所は身体や
知的障害を対象とした事業所がほとんど。特
に古くからある事業所は、自社内のグループ
ホームに住む知的障害者の居場所としての存
在していることが多い。
◎精神に対応しているところが少ない。精神
障がい者の方はもともと就労していた方が多
く、従来の就労支援事業所は仕事内容が単一
のことが多く、対応できていないケースが多い。
◎決まった仕事だけをもくもくとこなすこと
を求められるため、精神障害の方にはなじま
ない事業所が多い。
▶銀河の特徴（銀河のコンセプト）
★精神障がい者の支援を中心に行っている
★「働く」を通して、「一人一人が輝く」と
いう理念を持っている。（単なる居場所では
なく、輝けるようになるサポートをしたい）
★銀河という名前は、宇宙の銀河に由来して
いる。
　私たちの支援で利用者の個性が輝き、彼ら
が集まることで、銀河のごとく社会に大きな
良い影響を与えることを目的として名づけら
れた。
▶銀河のコンセプト
　本人の望む未来に合わせて、仕事を通して
能力を伸ばしたり、生きがいを感じられるよ
うにする。

　望む人には、一般職による社会復帰も支援
する。
コンセプト①
通所スタイルを個人に合わせる
★生活のリズムを掴めるように、まずは起き
て通所することに重きを置く。週 1 回から
時間を気にせず利用できるため、精神的なプ
レッシャーを感じることなくマイペースに続
けることができる。
★ペースを掴めてくると自身で体調や情緒の
変化に気づかず無理をしてしまうことがある
ため、「生活リズム表」を使って体調管理を
する。
　安定した生活を送るため、本人以上に職員
がその方を理解することに努め、決して無理
を強いることはしない。
コンセプト②
仕事も個人に合わせる
★ご利用者さま 1 人 1 人能力も違えば、特
性も違う。やりたい仕事や興味も 1 人 1 人
違って当たり前。
　だから一律ではなく、様々な仕事を用意し
て個人が選べる状況を作っている。
　やりたい仕事を継続することでそれは得意
なコトになり、自信と誇らしくいきいきとし
た表情を生み出す。

【主な仕事内容】
　ＤＭや請求書などの封入れ • 発送、• 化粧
品や文房具などの箱詰め商品のシール貼り、
IT チップの組立てや圧入作業、ボールペン
や金属部品の組立、ゲーム機などの清掃作業、
• アクセサリー作り、お菓子の詰め合わせ、
• データ入力 • パソコン解体など 20 種類以上
コンセプト③
人間関係を円滑に進めるプログラム
★ご利用者さまが社会参加でいきいきと輝く
ためには、人間関係と集団行動が上手にな
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ることが大切。嫌なことや思うようにいか
なかったときにそれを誰かのせいにしてし
まったりすると人間関係は上手くいかなく
なってしまう。

★銀河の決まり事をまとめた「銀河のルール

ブック」をご利用者さま一人一人に入所時に

お渡し。

　朝の朝礼でみんなで読み合わせをすること

で、少しずつみんなの意識が変わり、人間関

係が上手になり、集団行動ができるようになる。

　事業所という小さな集団から始まり、徐々

に社会の中で一人一人が輝けるように取り組

んでいる。

▶銀河のビジョン

　誰だって精神障がいを患う可能性はある。

　自身やその家族がそうなった時に容易に銀

河へアクセスできるようにインフラにする。

　そうすることでもしもの時に困ることがな

く、安心して暮らせる社会になる。

▶最近の活動

　銀河は神奈川県全域に展開しており、現在

23 の拠点があります。地域との連携を深め、

地域の課題課題解決に貢献していきたいと考

えています。その第 1 歩として自立支援協

議会様主催の販売会や、企業様主催のフリー

マーケットでブースを出展し、銀河の利用

者様が作成した自主製品を販売しています。

10 月に二俣川駅前で開催予定のマルシェに

も出店予定です。　
■ニコニコ BOX

大塚　正一様（第 2590 地区ガバナー・川崎北 RC）

／本日は公式訪問にお伺いさせて頂きました。

貴クラブの皆様のご支援とご協力を頂き地区

50 クラブと３アクトクラブの益々の発展の為

に努力をしてまいります。本日はよろしくお願

い致します。

波木井輝昭様（地区副幹事・川崎北 RC）／本日は

ガバナーのお供で参りました。どうぞよろしく

お願い致します。

青木　　理様（第５グループ G 補佐）／本日は大

塚ガバナーのおともでお伺いさせて頂きまし

た。宜しくお願い致します。

五十嵐　正／大塚ガバナーをお迎えして。本日

はよろしくお願いします。

安藤　公一／大塚ガバナーようこそお出で頂き

ました。本日はよろしくお願いします。

新川　　尚／大塚ガバナー、波木井地区副幹事、

青木ガバナー補佐、本日はよろしくお願いしま

す。

市川　慎二／大塚ガバナーをお迎えして。地区

副幹事波木井様、ガバナー補佐青木様、本日は

よろしくお願い致します。

藁科様ようこそお越し下さいました。

北澤　正浩／第 2590 地区大塚正一ガバナーは

じめ、ご来場いただきました皆様、ようこそお

越しくださいました。

増田嘉一郎／ガバナーをお迎えして。ご指導よ

ろしくお願い致します。

目黒　惠一／第 2590 地区ガバナー川崎北 RC

大塚正一様をお迎えして。宜しくお願い致しま

す。

■ 2025-26 年度地区行動計画

「ロータリーの基本に根差した『ロータリーの

ビジョン声明』の追求」

地区ガバナー 大塚　正一様（川崎北 RC）

▶自己紹介

　大塚正一と申します。1957/1/1、熊本県生

まれです。誕生日が 1 月 1 日で、かつ長男であっ

たので、父親が「正一（しょういち）」と名付

けました。

　父親の仕事に都合で、3 歳で上京し、小学校

4 年の時に横浜に引っ越してきました。

1969 年　横浜市立大曽根小学校を卒業

1972 年　横浜市立大綱中学校を卒業、卒業の
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少し前に隣の地区の座間市に移りましたので、

高校は相模原市にある東海大学附属相模高等学

校に入学しました。この学校に入って良かった

ことは、やはり野球部が強いことです。毎年甲

子園を楽しみにしています。この写真は去年の

夏の甲子園の写真です。今年は決勝で横浜高校

に負けてしまいましたので、非常に残念です。

実は、高校に入学前に決めたことがあります。

中学時代は卓球部に入りましたが、練習が厳し

く夏休み前に退部してしまった経験から、高校

では絶対に運動部に入るということです。

　高校から始めても、スタートラインは皆同じ

部活として、アーチェリー部に入部しました。

4 月に入部した 60 名が夏合宿の終わった時に

は 10 名に減っていました。昔ですから、練習

という名前の「しごき」のひどかった時代の事

です。

　卒業後は、そのまま東海大学に行かず、他の

大学を受験しましたが失敗、浪人している間に

アメリカの大学に行こうと決心し、3 年間アル

バイトなどで資金を貯め、1978 年に渡米、ボ

ストン大学入学しました。そして一年後にマサ

チューセッツ州立大学に転校しました。しかし、

次第に家賃や学費を支払う資金が底をつき、日

本人レストランで、昼夜とアルバイトすること

になり、アルバイトが忙しく大学には行けなく

なりました。日本に帰れば、家賃や食事は実家

に住むので払う必要はなくなるので、なんとか

なるだろうと、2 年半後に帰国を決意し、その

年に上智大学外国語比較文化学科に入学しまし

た。

　上智の同期の仲間には、今、京都信用金庫の

理事長をやっている榊田隆之氏は、いつも同じ

グループで遊んだりした仲間でした。

　さて、自己紹介はこのくらいにして、本題に

入ります。

　今年２月に開催された国際協議会では、「ロー

タリーの行動計画」を継続して推進し、会員増

強を成し遂げ、「ロータリーのビジョン声明」を

達成する、ということで、「ロータリーの行動計

画」をより具体的に実践するためにはどうした

らいいかということをセミナー形式の講義で学

び、その後仲間同士でディスカションするとい

う形で話し合ってきました。

　さて、ロータリーの行動計画」とは以下の 4

つの指針です。そのひとつずつを 1 日のテーマ

として話し合いました。

•「より大きなインパクトをもたらす」（ここで

の「インパクト」とは「持続的な有効性がある」

という意味）

•「参加者の基盤を広げる」

•「参加者の積極的なかかわりを促す」

•「適応力を高める」

　これらは、ロータリーの中核的価値観「奉仕、

親睦、多様性、高潔性、リーダーシップ」を会

員に、そしてクラブに定着させ、かつ　世界や

地域社会で持続可能な変化を生むことを目指す

ために、ロータリーの会員が行動する指針です。

それを再認識する目的が国際協議会でした。

　国際協議会、初日のマリオ元 RI 会長エレクト

が発表したスピーチは「会員増強と活性化に向

けたロードマップ」ということで内容は以下の

ようなものでした。以下のような内容です。

① ロータリーの最大の財産は会員である。会員

増強が何をおいても重要である。

②その最も価値ある財産（会員）を増やすには
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　Innovation, Continuity, & Partnership（革新、

継続性、パートナーシップ）という 3 つの要素

が不可欠。

③ Innovation, Continuity, & Partnership に よ

り成し遂げられた会員増強は、ロータリーを活

性化させる。

④その活性化により生まれる団結が「ロータ

リーのビジョン声明」で目指す世界や地域社会

で持続可能な良い変化を世界に生み出す。

　しかし、マリオ RI 会長エレクトは 6 月初旬

に突然辞任してしまいました。それを受けてフ

ランチェスコ・アレッツォ氏が新 RI 会長とし

て就任されることが６月中旬に決まり、また、

マリオ氏のメッセージである「Unite For Good

（よいことのために手をとりあおう）」はそのま

ま継続と発表され、我々ガバナーエレクト（現

ガバナー）は一安心！

　そして新年度の始まりの 7 月 1 日にアレッ

ツォ新 RI 会長の所信生命が発表されました。

それはマリオ氏のメッセージに基づいた内容で

あり、Innovation, Continuity, & Partnership を

違う形で説明されています。マリオ氏がこの 3

要素の会員増強への必要性は十二分に語りまし

たので、どちらかというと精神面から、この３

つの要素を語られています。

　特に、パートナーシップについては、少しマ

リオ氏と異なりますし、最初にご自身の所信声

明で語られています。

　ロータリーの全ての活動において必要なもの

は、たった 2 つのことである、それは「友情」

と「信頼」です。その「友情」と「信頼」の下

に有意義なパートナーシップを築くことで、世

界的な問題を各地域で解決へと導けます。私た

ちは、肩書や称賛のためでなく、謙虚さ、人間

性、思いやりをもってリーダーシップを発揮し

ましょう。

　その後「ロータリーのビジョン声明」に言及

します。

　「私たちは、世界で、地域社会で、そして自

分自身の中で、持続可能な良い変化を生むため

に、」人びとが手を取り合って行動する世界を

目指しています」

　特に肝心なのは、「自分自身の中で」という

部分です。その説明の中で、変革、継続性につ

いて語っています。変革は、自分自身の中で、

一人ひとりの人格や互いへの接し方から始まり

ます。どのように耳を傾け、サポートし、奉仕

するかということから始まります。

　また、継続性については次のように語られて

います。継続性とビジョンを持って計画、行動

すれば、末長いインパクトを生むことができま

す。今年度、そのことを胸にリーダーシップを

発揮していただくようお願いいたします。ロー

タリーを成長させるために、より親しみやすく、

柔軟で、新しいアイデアを受け入れましょう、

と声明を結ばれています。

　私としては、マリオ氏のメッセージにロータ

リーの精神・心のような内容が欠けていたので、

そこに少し不満を覚えていました。そこで自身

の地区の年度方針に「ロータリーの根本に根差

した」という言葉を敢えて入れました。新会長

のアレッツォ氏の所信声明は私の心にすんなり

と入り、私のモヤモヤを解消してくれました。

　さて、いよいよ 2025-26 年度地区行動計画

（方針）を語らせていただきます。

　まず、「ロータリーの基本」とは何か？

　それは今は歴史的文章という事になっている

「決議 23-34」であることに間違いありません。

特に我々日本のロータリアンにとっては。「ロー

タリーは、１つの人生哲学であり、利己的欲求

と利他の気持ちのバランスを調和するものであ

る」という考え方です。そこには「超我の奉仕」

と「最もよく奉仕する者、もっとも多く報いら

れる」というロータリーの大切な考え方（モッ
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トー）が述べられています。

　そして、それを実践するための行動規範と方

向性を示すのが。次の 3 つの文章です。

・ロータリーの目的（旧「ロータリーの綱領」）

・四つのテスト

・ロータリーアンの行動規範

　それらの文章の中で伝えられているロータ

リー哲学を具現化し、目指す方向性は「奉仕の

理念」と「中核的価値観」（判断や意思決定の

基準となる価値観）を大切にするということで

はないでしょうか。

・ 奉 仕 の 理 念： 他 人 の こ と を 思 い や り、 他

人 の た め に 尽 く す（thoughtfulness of and 

helpfulness to others）（国際ロータリー初代事

務総長、チェスレー・ペリー氏の言葉）

・中核的価値観：親睦（Fellowship）、高潔性

（Integrity）、 多様性（Diversity）、奉仕（Service）、

リーダーシップ（Leadership）

　最後に、我々ロータリーアンにとって大切な

考え、ロータリーの根幹は、職業奉仕の理念だ

と思います。

　「奉仕の理念」を「他人への思いやりと助け

合い」と理解すると、すなわち「ロータリーの

目的」は次のように解釈することができます。

それは「会社の基盤を支える基本姿勢（職業奉

仕）として『他人への思いやりと助け合い』の

気持ちを定着させ、その気持ちを力強く育てあ

げる」ということです。

　では、職業奉仕とは何か？　非常に簡潔に説

明している映像があります。

世界は誰かの仕事でできている

職業は関連し、世界に貢献！

他人のためにが、自分に自身に

　職業奉仕に対する考えは様々ですので、皆さ

んそれぞれがお持ちの考えがあると思います。

しかし、職業奉仕こそがロータリーの基本であ

ると言っても、反対する方はいないと思います。

　以上の事を「ロータリーの根本」として、そ

れに根差して、以下の 10 項目を実行して頂き

たいというのが今年度の地区活動方針としての

お願いです。

（注：より詳しくは、ガバナー月信の 7 月号の

記事をご覧いただくか、地区のホームページの

「年度方針」のページをご覧ください。）

①ロータリーの存在意義とロータリーの提供す

る機会の再認識：

　社会に「ロータリー」という組織が存在でき

るのは何故かを探り、その組織の中で自分の存

在意義、自身の立ち位置を見つけてください。

自分が与えられているものは何か、与えること

ができるのは何かを考えること、すべてはそこ

から始まります。

　特に提供する機会として、会員皆様に再認識

して欲しいものとしては、ロータリー平和フェ

ローシップ、ロータリー財団奨学生、米山記念

奨学生、ロータリー青少年交換などのプログラ

ムです。これはら我々が外部の方々に提供して

いるものではありますが、同時に我々がこれら

のプログラムによってどのような受益が我々に

あるのかを考えて欲しいと思います。

　（会員増強については、8 月号の月信に記載

させえていただきましたので、そちらをご覧い

ただければと思います。）

② My Rotary の登録：登録することにより、い

ろいろな情報が手に入るようになります。My 

Rotary に登録するメリットは何か？　色々と

あります。それを見つけ出す、そのためにも、

まずは登録し、利用してみてださい。

③ロータリーの行動計画を指針とした 3 年目標

（3-Year Rolling Goals）の設定・実施：ご理解

とご協力をお願いします。8 月より偶数月の 5

日にクラブサポートミーティングをオンライン

で開催します。クラブ会長もしくは代表の方が

必ず参加いただけるようお願いします。
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員数 出席率他クラブ会　員　名 ホームクラブ

例　会　日

例会出席率

修正出席率

平 均

員数 出席率他クラブ会　員　名 ホームクラブ

２ ０ ２ ５ 年 度 7 月 出 席 率 一 覧 表

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

９  日

％
80.70

100 0 100

100 0 100

100 0 100

100 0 100

100 0 100

  33 0 33

100 0 100

100 0 100

100 0 100

     0 0 0

   67 67 134

   

  33 0 　33

  67 33 100

  67 33 100

100 0 100

  67 33 100

100 0 100

100 0 100

     0 0 0

100 0 100

      

  

  

  

２日

19
15

19
15

％
78.95

78.95
％

19
15

19
13

％
78.95

68.42
％

３０ 日

19
15

19
15

％
84.21

78.95
％

－出席規定免除－

安　藤　公　一

福　村　　　正

市　川　慎　二

五 十 嵐 　　 正

北　澤　正　浩

草 柳 孝 広

増　田　嘉 一 郎

目 黒 惠 一

中 島 　 徹

中 谷 逸 希

新　川　　　尚

二　宮　麻 理 子

岡　田　　　隆

佐　藤　真　吾

佐　藤　利　明

佐 　 藤 　 　 勉

関 口 大 樹

関　澤　信　吾     

宋                    謹      衣

田　川　富　男

 

－出席規定免除－

④地区開催のイベントおよびラーニングセミ

ナーに積極的に参加：地区大会、ポリオデー、

RLI など

⑤ RI 主催のイベントに積極的に参加：ロータ

リー研究会、台北国際大会など

⑥青少年関係のイベントに積極的に参加：ロー

タリー財団奨学生や青少年交換学生の帰国報

告会にぜひ参加ください。青少年交換学生の

帰国報告会は、8 月 30 日㈯に関内ホールにて

14:00 から開催されます。

⑦ロータリーの国際交流プログラムを支援：

ロータリー財団への寄付、米山記念奨学会への

寄付を例年通りお願いします。 

⑧地区同好会へ積極的に登録・参加：お待ちし

ています。

⑨『ロータリーの友』の積極的な活用：公共イ

メージの向上およびクラブ内研修に役立たない

でしょうか。是非、亀ケ谷地区代表委員を卓話

に呼んで「ロータリーの友」についてのお話を

聴いてください。

⑩正しいロータリーロゴを、正しく使用：これ

がなかなか達成されません。ご協力ください。

ルールは 5 つだけです。

　以上の 10 項目をまとめると . ① ロータリー

を学び、② ロータリーに参加し、③ ロータリー

を支援し、④ロータリーを愉（楽）しみましょ

う、という４つのお願いになります。

　地区やクラブの活動に進んで参加してくださ

い！

　仲間が増え、よりロータリーが愉（楽）しめ

るはずです！

■次回例会
9/3　社会奉仕フォーラム　岡田会員

「地域社会におけるロータリアンとしての奉仕
活動とは」


